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１. 背景 

海洋プラスチック汚染は、気候変動など環境問

題の一つとして挙げられる。この海洋汚染に対し

て、現在、先進国をはじめとする国々が首脳会談

などで議題として扱い、対策について模索してい

る。近年では 2017 年に G20 ハンブルク・サミッ

トで「海ゴミに対する行動計画」の立ち上げに合

意がなされ、2018 年の G7 シャルルボワサミット

で海洋環境の保全に関する「健全な海洋および強

靭な沿岸部コミュニティのためのシャルルボワ・

ブループリント」が承認され、海洋プラスチック

廃棄物や海洋ごみの対処を行っていくことが宣

言された。2019 年の G20 大阪サミットで、海洋

プラスチックによる環境汚染を 2050 年までにゼ

ロにする目標「大阪ブルー・オーシャン・ビジョ

ン」について各国が合意をし、現在、プラスチッ

クへの規制を行っている国の数は120か国以上で

ある。そして、2023 年に行われた、G7 気候・エ

ネルギー・環境大臣会合で 2019 年に合意された

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」である 2050

年までに海洋プラスチックによる海洋汚染をゼ

ロにするという政策を 10 年前倒しにしました。

このように、現在の海に対して各国が海洋生物を

はじめとする人類を含んだ生態系全体の環境問

題だけでなく健康問題にもつながる問題に対し

て対策を講じている。 

２. 目的 

今回の研究によって、プラスチックの環境影響

及び、生物影響や国際的な対策など、広い範囲の

研究論文調査を行うことによって、海ゴミに関し

て、現在の研究状況の確認を行う。そして、既存

のサンプリング・調査手法では困難であった微細

なプラスチック粒子の収集と検出、効率的な堆積

物中の粒子計測および漂着プラスチックごみデ

ータ収集を実現する計測手法の高度化を目指し、

海洋中や海底に現存するマイクロプラスチック

の情報、有機スズ化合物の研究することで、環境

政策への情報提供ならびに世界での手法の標準

化に貢献する。 

３. 文献調査による研究結果 

【１】 研究方法について 

今回、Google scalar を用いて今回の研究内容と一

致する文献を調査するため PP 記載のキーワード

を用いて調査を行った。約70の文献に目を通し、

私が研究を行うために必要な情報を整理し、考察

し、まとめた。 

【２】 有機スズ化合物の歴史的背景 

1852 年に有機スズ化合物についての研究が始

まり、1936 年に有機スズ化合物がポリ塩化ビニル

(PVC)の安定剤として用いられることが知られ

てから、各種の誘導体とその応用が急激に拡大し、

それと共に生産量も急激に増大しました。1960 年

に有機スズ化合物が大量に消費され、1970 年代半

ばにフランスの Arcachon 湾ブイジェルド養殖カ

キの壊滅、海洋生物における異常等と TBT の関

係が報告され、研究によって有機スズ化合物が海

洋生物に対する強い毒性と生物蓄積(生物濃縮等

による海洋生物への影響)が明らかになった。

1980~1990 年代で先進諸国においての使用規制

がなされ、1984 年に日本でも環境保険検査室の検

査によって汚染が明らかになったことが報じら

れた。そのため、1990 年に日本で 14 種の TBT 化



合物が化審法の特定化学物質に指定され、製造と

使用の禁止もしくは制限がされ、対策が始まった。

しかし、日本でも有機スズの生産量は 2006 年に

約５万トンと推定され 40 年間で生産量は 5 倍に

もなっている。各国で TBT の制限が行われてい

るが、いまだに制限をかけていない国は多くあり、

25m 以上の船舶では使用が許可されている国も

あるため、TBT 汚染は続いている可能性がある（1）

（2）。 

【３】 プラスチックの環境・生物影響について 

現在、海ゴミに関しての問題は様々である。特

に問題視すべき内容は、海洋生物への影響である。

プラスチックの誤飲や海洋に流出した網などの

人工物による影響などが挙げられる。他にも、海

に流れ出たマイクロプラスチックをミジンコや

端脚類などの動物プランクトンが取り込み、それ

らは食物連鎖を通して高次栄養素段階生物へ移

行することが室内実験で確認されている(9)。上記

のように、化学物質を吸着したマイクロプラスチ

ックを暴露した場合、肝機能障害や腫瘍の生成等

の影響が起こることがわかっている。また、生物

濃縮によって高い濃度で化学物質が蓄積された

生物を人が食べることによって健康障害やがん

の発がん、免疫力低下が懸念されている。 

【４】 有機スズ化合物の性質について 

有機スズ化合物は、熱や光に敏感で分解するこ

とがあり海洋に漂い、少量でも生物影響が大きく

出るのが特徴である。しかし、半減期も滞留層に

よって異なるが、海水が 7 日~300 日(2)(3)、底質で

100 日~200 日(2)(3)、光分解は 10 日以内である(12)。 

【５】 論文の調査方法についての見解と検討 

海洋および河川、底質、生物などの有機スズ化

合物の測定方法として基本的に、GC/MS-SIM 法

が用いられる。この方法の優位性について、「感度

の高位性」、「定量性の優位性」、「他成分の同時分

析能力」等が挙げられる(5)(12)。 

４. 考察 

 これらの結果や文献調査の結果より、結論とし

て、日本周域の海洋環境に滞在する有機スズ化合

物の濃度は極端に低いと考える。有機スズ化合物

の半減期は長くても１年以下であるという研究

がなされており、また、日本周辺海域における有

機スズ化合物の濃度分布 SBSE 法による試料前処

理と加熱脱着 GC-MS 法(4)による文献調査結果及

び、田尾ら(5)、Musai ら(6)による研究結果により

2 年以上で数値は極端に変わることが確認でき

た。この半減期の早さと日本の環境政策によって

生物に壊滅などといった甚大な影響の発生する

濃度から遠い濃度で収まっている考えられる。 
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